
第 1 回 JDSF Drone Soccer 全日本選手権大会 

class40 Extreme  /  class20 開催のご案内 

2025 年 9 月 24 日～28 日にドローンサッカー発祥国の韓国全州市で開催される「The 1st Drone Soccer World Cup 」の 

国家代表チームの選考を目的とした「第 1 回 JDSF 全日本選手権大会」を開催いたします。 

本大会は class40 と class20 の国家代表チームを決定する競技会であり JDSF 公式戦とは区別して支部の指定するチームや 

別途定める条件を満たすチームに参加資格が付与される競技大会となります。 

同大会が成立しなかった場合、2024 年度のシーズンチャンピオンチームが国家代表チームとして選出されます。 

※大会成立定義は、class 毎に 2 チーム以上がエントリーすること 

「The 1st Drone Soccer World Cup 」の国家代表選（National Team）及び Club challenge エントリーについては 

参加資格及び支援内容について別途ご案内いたします。 

 

記 

1. 日程 

2025 年 5 月 23 日（金） ：class40 Extreme 予選会 9：00～17：00（受付 8：30） 

2025 年 5 月 24 日（土） ：class20     予選会 9：00～17：00（受付 8：30） 

2025 年 5 月 25 日（日） ：ファイナルマッチ（決勝戦）両 class 9：00～18：00（受付 8：30） 

※終了時刻は前後いたします 

※大会に参加されないチームや個人もご自由に見学いただけます 

 

2. 場所 

Drone Soccer Arena Oita（〒874-0011 大分県別府市大字内竈 1391 番） 

駐車場は「太陽の家」駐車場をご利用いただけます 

 

３.  エントリー資格 

「第 1 回 JDSF Drone Soccer 全日本選手権大会」へのエントリー資格は以下の通りです 

※通常の公式戦・認定戦とは異なるためご注意ください 

※国家代表に選出された場合にワールドカップ開催日程全行程に参加いただく必要があります 

（全日程：2025 年 9 月 24 日～28 日） 

《支部枠》 

① 各地域の支部が新たに結成するチームを支部代表チームとして 1 チームがエントリー可能 

  これは既存のチーム枠や選手の移籍条項の対象外とし、各地域の支部の裁量で支部単位もしくは支部間が 

事前協議の上、複数支部が連結して、１チームを結成することが出来る 

※大会開催時支部資格を有する法人会員が対象 

  ※同大会に参加しない支部の枠を他の支部が利用することはできない 

《一般枠》 

① エントリー時点で日本ドローンサッカー連盟（JDSF）会員であること（法人会員のみ） 

② JDSF Official Cup（公式大会）若しくは JDSF Certification Cup（支部主催認定大会）に参戦経験のあるチーム 

 （対象期間：2022 年 5 月～2025 年 4 月の期間で参戦実績があること） 

③ ②の条件を満たせない新しいチームは上記の支部枠の枠組みから、支部と協議の上に参加することが出来る 



４.   ゲームスケジュール 

両 class 共通 各 class のエントリーの締め切り後に正式にご案内いたします 

【予選会】           ：エントリー数が多い場合予選会は世界選手権大会同様に 

グループリーグの 1 セット勝ち上がり方式を採用する場合があります 

【ファイナルマッチ（決勝戦）】 ：予選会を通過した 8 チームによる 3 セットゲームトーナメント形式を採用いたします 

                 予選通過チームが上記数を満たさない場合は総当り戦を行う場合があります 

 

５． エントリーフィー 

両 class 共通 

1 チームは選手５人以上で、選手 7 名、コーチ 3 名の合計 10 名まで登録が可能です。（参加費は選手・コーチが対象） 

World Cup 国家代表に選出された場合、ワールドカップのチーム構成は選手 5 名、コーチ 1 名の登録となります 

エントリーは４月 30 日（水）まで 

使用するドローンボールはオートバックスセブンが販売する公式機体を使用してください 

1 名：\2,200(税込) 

 

6． 【class40：Extreme class（40cm ドローンボール）】ルール  

選手構成 

○1 チーム最大 10 名以下で構成する（選手 7 名以下、コーチ 3 名以下） コーチが選手を兼ねることは可 

競技中はストライカー、ガイド、リベロ、スイーパー、キーパーで構成し、ポジション LED を装着すること 

ストライカーとガイドは主催者が配布する「タグ」を装着することで識別する 

〇チーム員はチームで統一されたユニフォームを着用 

※T シャツのほか帽子、制服、ベスト、Ａ４サイズ以上の標識（ゼッケン等）いずれかでも可 

○決勝マッチは 3 セットマッチ 延長戦無し 

獲得セット数が同一の場合、ゲームの総得点上位チームが勝利チームとなります  

総得点同一の場合は、サドンデス方式にて勝敗決定いたします 

○各試合開始前にチーム代表者によるゾーン決定を行います（コイントス） 

○各試合開始前にオーダー表を提出してください 

 該当試合ではオーダー表に記載した選手及びコーチ以外は参加できない 

 インターバルタイム時に選手を変更することが出来る 

 予備機や他選手の機体との交換可能 

○オフサイド適用 

ゴール後に味方ドローンボールが全機ハーフラインより自陣内へ戻るまで追加得点出来ません 

その間のストライカーによるゴールはノーカウント且つペナルティにカウントされます 

○ペナルティ 

 ・競技スタート信号より前に離陸した場合 即座に相手チームに１P 付与される 

 ・オフサイド規定を無視して連続得点しした場合 

 ・ドローンボールで自陣ゴールを背面から前方に通過したり、ゴール内部の背面を超えて留まった場合 

   ※ドローンボールの一部でもゴール後部を超えてはならない 

   ※上記の場合、後方に移動した場合はノーカウント 

 



○１ペナルティあたり、0.8 ポイントとして換算し、合計ポイントの小数点第 1 位で四捨五入して算出し、 

相手チームの得点に加算する 

例：１ペナルティ＝0.8P（加点無し）/２ペナルティ＝0.8P×２＝1.6P（２P 加算） 

○制御不能の場合、該当選手は手を挙げて審判に知らせ、送信機を床に置き、副審へ申告して操縦エリアから 

退去することで離脱可能 

 ※同一セット内での復活は不可 ※次セットに復活可能 

〇競技中のストライカーシール・タグ脱落時の対応について 

競技中にストライカーシール・タグが脱落し、ストライカーやガイドの認識が難しい場合、脱落した瞬間からの得点は認めない 

〇セット中にストライカーが飛行出来ない状態になった場合は、定められた手順でガイドがストライカーの役割を 

 担うことができる（JDSF Referee Rule Book を参照） 

○インターバルにアリーナ内、スカイフェンスでの飛行禁止 但し審判員が許可した場合は飛行可（場内テスト飛行厳禁） 

 

7.  【class20：（20㎝ドローンボール）】ルール 

〇選手構成 

1 チーム最大 10 名以下で構成する（選手 7 名以下、コーチ 3 名以下） コーチが選手を兼ねることは可 

〇チーム員はチームで統一されたユニフォームを着用 

※T シャツのほか帽子、制服、ベスト、Ａ４サイズ以上の標識（ゼッケン等）いずれかでも可 

○決勝マッチは 3 セットマッチ 延長戦無し   

獲得セット数が同一の場合、ゲームの総得点上位チームが勝利チームとなります。同点時 サドンデス方式 

○各試合開始前にチーム代表者によるゾーン決定を行います（コイントス） 

○各試合開始前にオーダー表を提出してください 

 該当試合ではオーダー表に記載した選手及びコーチ以外は参加できない 

 インターバルタイム時に選手を変更することが出来る 

 予備機や他選手の機体との交換可能 

〇オフサイド適用 

ゴール後に味方ドローンボールが全機ハーフラインより自陣内へ戻るまで追加得点出来ません 

その間のストライカーによるゴールはノーカウント且つペナルティにカウントされます 

○ペナルティ 

 ・競技スタート信号より前に離陸した場合 即座に相手チームに１P 付与される 

 ・オフサイド規定を無視して連続得点しした場合 

 ・ドローンボールで自陣ゴールを背面から前方に通過したり、ゴール内部の背面を超えて留まった場合 

   ※ドローンボールの一部でもゴール後部を超えてはならない 

   ※上記の場合、後方に移動した場合はノーカウント 

○１ペナルティあたり、0.8 ポイントとして換算し、合計ポイントの小数点第 1 位で四捨五入して算出し、 

相手チームの得点に加算する 

例：１ペナルティ＝0.8P（加点無し）/２ペナルティ＝0.8P×２＝1.6P（２P 加算） 

○競技中に操縦不能になった場合、送信機の電源を切り、副審へ申告し操縦エリアから退去することで離脱可能 

 ＜離脱方法＞ 

送信機の電源を切ってください→ドローンボールの LED が早い点滅になり、審判が確認後離脱可能 

 ※同一セット内での復活は不可 ※次セットに復活可能 

〇競技中のストライカーシール・タグ脱落時の対応について 



競技中にストライカーシール・タグが脱落し、ストライカーやガイドの認識が難しい場合、脱落した瞬間からの得点は認めない 

○インターバルにアリーナ内、スカイフェンス内での飛行禁止 但し審判員が許可した場合は飛行可（場内テスト飛行厳禁） 

 

8.   持ち物：試合に必要な機材等ご持参ください 

 

9.   昼食は各自ご用意ください 

 

10.  注意事項 

・充電スペースがございますので、充電器をお持ち込みいただきご利用いただけます 

・参加費は当日受付時にチーム毎にお纏めいただきお支払いをお願いいたします 

・参加費のお支払いは現金のみとなります。お釣りの無いようにご協力ください 

・大会の進行状況によってはスケジュールが変更となる場合がございますので、予めご了承ください 

・適時換気を実施いたしますが、各自感染症対策に努めていただきますよう願いいたします 

・安全確保の観点から施設内ではスタッフの指示に従っていただきますようお願いいたします 

・ドローンサッカーアリーナ大分、太陽の家の敷地内は全面禁煙です 

・ドローンサッカーアリーナ大分内は飲食が可能です 

 

11.   お問い合わせ先 

一般社団法人日本ドローンサッカー連盟 JDSF 大会事務局 中崎 

Mail：nakazaki@autobacs.com 

当日緊急連絡先 

Tel：080-5956-5067 一般社団法人日本ドローンサッカー連盟（JDSF） 中﨑 

 

 

 

日本国内で Drone Soccer を楽しむ Team・Player の皆様へ 

 FIDA（国際ドローンサッカー協会）正規会員資格について 

国際規格に沿って執り行われる国際大会（世界選手権・ワールドカップ）への参加資格及び、競技会の運営資格に関する取り決めについて、 

FIDA と一般社団法人 日本ドローンサッカー連盟との間では,日本国内の運営について唯一の公式資格を保有しています。 

2025 年９月に韓国チョンジュで開催される、第 1 回ワールドカップへの日本代表チームの選出・育成に取り組んでまいります. 

国際大会に繋がる JDSF 公式大会・支部による認定大会への皆様のご参加と応援をお願いいたします。 

 

敬具 

 

一般社団法人日本ドローンサッカー連盟（JDSF）はグローバルで公式認定された日本で唯一のドローンサッカー公式団体です 

 

mailto:nakazaki@autobacs.com

